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一 

国
又
は
地
方
団
体
等
の
所
有
す
る
土
地
又
は
家
屋
等
の
使
用
者
に
、
地
租
、
家
屋
税
を
課
す
る
こ
と
が
、
シ
ヤ
ウ
プ
勧

告
に
も
か
か
わ
ら
ず
是
認
さ
れ
る
の
は
、
「
も
つ
ぱ
ら
他
の
一
般
納
税
者
と
負
担
の
均
衡
を
は
か
る
趣
旨
で
あ
る
。
」
と
政

府
は
答
弁
し
て
い
る
。 

 

シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
に
よ
れ
ば
、
現
在
わ
が
国
標
準
家
庭
生
計
費
中
地
代
、
家
賃
の
占
め
る
割
合
は
〇･

七
％
で
あ
る
と
報

告
さ
れ
て
い
る(

第
十
二
章)

。
い
ま
総
理
府
統
計
局
の
消
費
者
価
格
調
査(

Ｃ
・
Ｐ
・
Ｓ)

を
み
れ
ば
、
東
京
都
内
一
般
家
計

総
額
は
一
三
、
八
八
四
円(

昭
和
二
十
四
年
十
一
月
分)

と
な
つ
て
い
る
か
ら
、 

即
ち
標
準
地
代
家
賃
と
し
て
は
九
七
円
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
Ｃ
・
Ｐ
・
Ｓ
を
見
て
も
昨
年
十
一
月
分
の
都
内
の
地

代
、
家
賃
一
一
八
円
と
い
う
数
字
と
な
つ
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
一
般
公
営
庶
民
住
宅
の
家
賃
は
八
五
〇
円(

昭
和
二
十
三
年
度
分)

と
な
つ
て
お
り
、
庶
民
住
宅
の
居
住 

地
租
、
家
屋
税
の
使
用
者
課
税
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

三 

 



三 

租
税
は
国
家
権
力
に
基
く
国
民
の
義
務
で
あ
り
、
使
用
料
は
国
民
の
自
由
意
思
に
基
く
契
約
で
あ
る
。
従
つ
て
使
用
料

の
不
均
衡
を
租
税
に
よ
つ
て
調
整
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
、｢

不
動
産
税
は
財
産
課
税
で
あ
る
。
」
と
い
う
租
税
の
本
質
論
を

び
ん
乱
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
一
方
国
民
の
契
約
の
自
由
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
あ
る
。 

二 

建
設
次
官
よ
り｢

免
税
方
に
つ
き
御
配
慮
願
い
た
い
。
」
と
の
申
入
れ
に
対
し
、
事
務
当
局
は
、
都
道
府
県
知
事
に
必
要

な
指
示
を
與
え
た
由
で
あ
る
が
、
必
要
な
指
示
と
は
い
か
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
つ
た
か
。 

、 
こ
の
よ
う
な
実
情
で
あ
る
の
に
、
高
額
負
担
の
側
で
あ
る
公
営
庶
民
住
宅
居
住
者
に
更
に
地
租
、
家
屋
税
を
重
課
す
る

こ
と
は
、
現
状
の
負
担
の
不
均
衡
を
一
層
激
成
せ
し
め
る
結
果
を
も
た
ら
す
の
み
で
あ
つ
て
、
か
え
つ
て
負
担
の
均
衡 

化
、
合
理
化
を
は
か
る
趣
旨
に
反
す
る
も
の
と
思
う
が
、
政
府
は
い
か
に
考
え
る
か
。 

者
は
シ
ヤ
ウ
プ
勧
告
の
標
準
に
比
較
し
て
も
、
Ｃ
・
Ｐ
・
Ｓ
に
比
較
し
て
も
数
倍
の
高
額
の
住
居
費
を
負
担
せ
し
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。 

、 使
用
料
の
不
均
衡
は
、
使
用
料
に
お
い
て
調
整
し
、
税
法
上
不
動
産
税
は
あ
く
ま
で
も
財
産
税
と
し
て
一
貫
さ
す
べ
き 

四 

 



 

五 

で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
趣
旨
に
よ
り
、
改
正
地
方
税
法
に
お
い
て
は
使
用
者
税
を
廃
止
す
る
意
思
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 
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